特製ワイン
会社にいるころ、外国の仕事仲間と昼飯を取るとき、彼らは必ず何か面白い話はないかと聞いてくる。「そんなものはない。」という答えは仲間として失格で、面白くない奴と言う烙印を押される。だから日頃から面白い話のネタ探しは、我々の業界においては必須科目であった。

日本のジョークは大部分駄洒落に近い話で彼らに通じないものが多い。親しくなると仲間内では世界共通、特にフランス人の笑い話は下ネタになるが、女性が仲間に加わるとそれはご法度である。彼らのジョークはお国柄や国民性をおちょくったものが多い。例えば、ヨーロッパの人々は、自分のケチを棚に上げて、自国以外の相手国の人をケチだと言うのが多い。またフランス人やスコットランド人は臭いとか、フランス人は英語が話せないとか、イタリア人は人を騙すと言う題材のジョークも良くある。

フランス人はオランダ人のことをケチだと言って、こんな話をしてくれた。

フォルクスワーゲンのビートルに1フラン投げ込むと、その金を拾うためにあの大男たちのオランダ人がその金を拾おうと12人も乗り込んでしまう。

可笑しい？意味が分かった？オランダ人は大柄の人が多い。でもケチだからどんな狭いところでも入り込んでその金を拾おうとする、と言う意味。
またもやフランス人の言葉。

オランダ人はどケチである。何故ならフランスと同じ赤、白と青の3色の国旗を使っているが、フランスが縦縞なのに、オランダは横縞で、国旗の先端が擦り減ってもまだオランダ国旗のままである。

可笑しい？意味が分かった？縦縞のフランス国旗は先端が擦り減ると、青と白の2色になってしまう。
次は、臭い話。
フランス人とスコットランド人とリンバーガーチーズ（独－蘭国境で作られる匂いのきつい臭いチーズ）が一つの部屋に入った。風呂に入らなくて臭いことで有名な仏人が一番初めに部屋から逃げ出して来て「あー臭い。あんな臭い部屋には入っちゃあいられない。」と言った。すると、次にリンバーガーチーズが部屋から逃げ出して来て「あー臭い。あんなに臭い奴とは一緒にいられない。」と言った。

可笑しい？意味が分からない？スコットランド人はリンバーガーチーズより臭いと言う意味。
次は、英語を話さないフランス人とフランス語を話さないアメリカ人の話。
あるフランス人がアフリカの建設現場に行くと一人のアメリカ人が来ていた。その現場には米仏の2人の外人しかいなかったので、昼食時に二人で同じテーブルに座ることになった。ビュッフェの料理を取って二人が向かい合って座ると、仏人が米人に「ボナペティ。（良い食欲を、と言う意味だが、日本語にすると「召し上がれ」位の意味）」と言った。米人はその意味を知らなかったので、自己紹介をされたと思い、手を差し出して「ジョン　ウィリアムスです」といって握手をし、話す言葉が通じないので食後別れた。次の日の昼飯でも二人は一緒のテーブルに座って食べようとしたら、また仏人が「ボナペティ」と言うので、昨日自己紹介したばかりなのに変だと思いながらも、ジョンはまた立ち上がって「ジョン　ウィリアムスです。」といって握手をした。食後、自宅に電話した時、フランス語に堪能な奥さんに「ボナペティ」ってどういう意味かを聞いたら、奥さんは笑いながら「人の名前ではなく、召し上がれと言う意味で、フランス人は食前によく使う言葉です。貴方も明日彼にボナペティと言ってあげなさい。」と教えてくれた。
次の日に食堂に行くと、仏人がにこにこしながら待っていたので、ジョンは彼に「ボナペティ」と、奥さんに教えられた通りにいうと、仏人は立ち上がって「ジョン　ウィリアムスです。」といって、ジョンに握手を求めてきた。

可笑しい？意味が分からない？英語のできない仏人はボナペティを英語で言うとジョン　ウィリアムスになると思った、と言う話。
次の話は、黙っていると直ぐ人を騙すイタリア人をおちょくった話。

一代で葡萄酒を醸造して財を成した大富豪が死の間際に家族を集めて大切な話をすることになった。「これは大切なことだから、良く聞いておきなさい。良いか？葡萄酒は葡萄からでも作れることを知っておきなさい。」

可笑しい？意味が分からない?その大富豪は葡萄じゃない何かで葡萄酒を作って財を成したと言う意味。

さて、現実の話に戻って、夏休みの終わりに次女の娘たち、つまり私の孫達、小5のニコと小2のコナが我が家に遊びに来た。朝食に分厚いハムエッグと特製野菜スープで歓迎したが概ね喜んで食べていた。パンにジャムを塗って食べ始めた時、ニコは「ジーコ、このジャム変な味がするよ。」と言うのに対し、コナは「ジーコ、このジャムすごく美味しい。」と真反対のことを言う。面倒くさいので、私は「不味かったら食うな。」と突っぱねた。食後、ニコはまだ眠いと言ってソファーで寝転んでいるのに、コナは何となくはしゃいで「ジーコ、庭で遊ぼうよ。」と活動的だった。
孫たちが帰ってから、2，3日経って、朝食時にパンにジャムを付けてみて気付いたが、ジャムのビンを冷蔵庫に入れずに室温が30℃近くなった食卓に出しっぱなしにしていたため、ジャムが発酵して表面に泡が出ており、アルコールの臭いがしている。どうもこのアルコールがニコには「変な味」となり、コナには「すごく美味しい」となった様である。ニコは将来、私に似て飲んだら眠くなるだろうが、コナは結構、呑兵衛になってはしゃぎ回る様になるかも知れない。
それで思い出したのが、イタリア人の富豪の葡萄酒は葡萄じゃない何かからでも作られると言う話であった。ジャムからでも葡萄酒（本当は苺酒）は出来るんだよ、と言うのが今日の与太噺でした。
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